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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第36期

第３四半期連結
累計期間

第36期
第３四半期連結
会計期間

第35期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 6,783,2492,121,37110,444,742

経常利益（千円） 851,933 176,2121,513,878

四半期（当期）純利益（千円） 548,876 109,931 881,721

純資産額（千円） － 6,247,2196,550,799

総資産額（千円） －　 7,161,7908,172,789

１株当たり純資産額（円） － 925.52 932.11

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 79.48 16.29 125.46

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 87.2 80.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
47,211 － 850,872

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△451,042 － △339,729

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△543,704 － △189,850

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 1,681,3972,679,373

従業員数（人） － 239 231

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 239 (66)

　（注）１．従業員数は海外の現地採用者を含む就業人員であり、臨時従業員数は含んでおりません。

２．臨時従業員数は、（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員（１日８時間換算）を外書きで記載して

おります。

 

（２）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 106 (25)

　（注）１．従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は含んでおりません。

２．臨時従業員数は、（　）内に当第３四半期会計期間の平均人員（１日８時間換算）を外書きで記載しており

ます。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を製品区分別に示すと、次のとおりであります。

製品区分 金額（千円）

ハーネス 107,866

コネクタ 54,014

機器（パッシブ） 144,117

機器（電子） 35,549

合計 341,548

　（注）１．金額は生産子会社からの製品受入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

（２）受注状況

　当社及び連結子会社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

 

（３）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を製品区分別に示すと、次のとおりであります。

製品区分 金額（千円）

ケーブル 782,414

ハーネス 350,789

コネクタ 430,856

機器（パッシブ） 332,787

機器（電子） 123,246

その他商品 101,277

合計 2,121,371

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであります。

 

（１）業績の状況

　当第３四半期連結会計期間における当社グループの売上高は、海外子会社での現地通貨ベースの売上は堅調で

あったものの、一段の円高による円換算後の目減りや国内の急激な需要落ち込みにより2,121百万円となりました。

加えて、円高による収益性の悪化もあり、営業利益、経常利益、四半期純利益はそれぞれ68百万円、176百万円、109百

万円となりました。　

 

①事業の種類別セグメント

　当社及び連結子会社は、「放送・通信用ケーブル・ハーネス・コネクタ・機器（パッシブ・電子）及びその付

帯器具の製造、販売業務」の単一セグメントでありますので記載を省略しております。

 

②所在地別セグメント

（日　本）

　国内売上高は、急速な需要の落ち込みにより1,422百万円、営業利益は330百万円となりました。

（米　国）

　米国の売上高は、現地通貨ベースでは堅調ですが、円高の影響もあり274百万円となりました。一方、営業利益は

組織のスリム化による経費減もあり18百万円となりました。

（韓　国）

　韓国の売上高は、現地通貨ベースでは好調を維持しておりますが、急激なウォン安により171百万円となりまし

た。営業利益は、ウォン安により仕入コストの上昇が大きく影響し26百万円となりました。

（中　国）

　中国は、売上高、利益とも好調に推移したことから売上高169百万円、営業利益46百万円となりました。

（台　湾）

　台湾は、売上高51百万円、営業利益12百万円と好調を維持しました。

（欧　州）

　欧州は、当年度からCanare France S.A.S.が連結対象子会社となったことから所在地セグメントを新設してお

ります。欧州本格的な営業活動は緒についたばかりでもあり売上高31百万円、営業利益4百万円となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物は、税金等調整前四半期純利益と減価償却費で199百万円

の現金増加を得ましたが、法人税等の納税171百万円、仕入債務の減少139百万円、配当金支出80百万円等を主因とし

て第２四半期連結会計期間末に比して383百万円減の1,681百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動では、税金等調整前四半期純利益、減価償却費による現金増加に比して、仕入債務の減少や法人税等の

納税等の支出がかさんだため254百万円の支出超となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第３四半期連結会計期間における投資活動は、特記すべき大きな動きがなく、7百万円の支出超となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動では、当社の中間配当支払により80百万円の支出超になりました。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、97百万円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

（２）設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間末現在において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画は

ありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 23,092,200

計 23,092,200

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月12日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 7,028,060 7,028,060

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第一部

単元株式数100株

計 7,028,060 7,028,060 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増
減額(千円)

資本準備金残
高(千円)

平成20年10月１日～
平成20年12月31日

－ 7,028,060 － 1,047,542 － 262,000

 

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。 

  

EDINET提出書類

カナレ電気株式会社(E01350)

四半期報告書

 8/24



（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 278,100 － 単元株式数100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 6,749,500 67,495 同上

単元未満株式 普通株式 460 － －

発行済株式総数 7,028,060 － －

総株主の議決権 － 67,495 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株（議決権の数１個）含まれてお

ります。

 

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

カナレ電気株式会社

愛知県愛知郡長久手

町大字長湫字段之上

１－２

278,100 － 278,100 3.9

計 － 278,100 － 278,100 3.9

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高(円) 1,620 1,583 1,540 1,524 1,479 1,234 1,188 1,049 1,080

最低(円) 1,482 1,491 1,490 1,452 1,198 1,109 760 840 900

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、第１四半期連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）から、「財務諸表等の用語、様式及

び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項第

５号のただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則を早期に適用しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,989,262 2,972,718

受取手形及び売掛金 1,251,302 1,487,478

商品及び製品 1,304,520 1,106,357

仕掛品 26,710 17,967

原材料及び貯蔵品 114,258 132,952

その他 483,139 548,722

貸倒引当金 △9,230 △8,406

流動資産合計 5,159,963 6,257,789

固定資産

有形固定資産

土地 780,983 814,961

その他 2,201,873 2,238,791

減価償却累計額 △1,710,467 △1,671,986

有形固定資産合計 1,272,389 1,381,766

無形固定資産 7,857 5,584

投資その他の資産 721,580 527,648

固定資産合計 2,001,827 1,914,999

資産合計 7,161,790 8,172,789

負債の部

流動負債

買掛金 395,310 684,134

未払法人税等 15,976 323,783

賞与引当金 68,779 108,616

役員賞与引当金 17,970 25,313

その他 286,563 302,494

流動負債合計 784,600 1,444,342

固定負債

退職給付引当金 40,481 50,011

役員退職慰労引当金 67,987 62,978

その他 21,500 64,658

固定負債合計 129,970 177,647

負債合計 914,571 1,621,989
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,047,542 1,047,542

資本剰余金 1,175,210 1,175,210

利益剰余金 4,955,329 4,613,955

自己株式 △334,924 △212

株主資本合計 6,843,159 6,836,497

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △11,026 13,061

土地再評価差額金 △371,051 △371,051

為替換算調整勘定 △213,862 72,291

評価・換算差額等合計 △595,940 △285,698

純資産合計 6,247,219 6,550,799

負債純資産合計 7,161,790 8,172,789
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 6,783,249

売上原価 4,370,253

売上総利益 2,412,996

販売費及び一般管理費 ※1
 1,707,579

営業利益 705,417

営業外収益

受取利息 15,839

受取配当金 678

為替差益 119,056

不動産賃貸料 6,075

投資事業組合運用益 10,372

その他 1,391

営業外収益合計 153,413

営業外費用

支払利息 227

不動産賃貸原価 3,431

投資事業組合運用損 1,737

その他 1,501

営業外費用合計 6,897

経常利益 851,933

特別利益

固定資産売却益 940

特別利益合計 940

特別損失

固定資産売却損 160

固定資産除却損 300

役員退職慰労引当金繰入額 2,239

特別損失合計 2,700

税金等調整前四半期純利益 850,173

法人税、住民税及び事業税 202,099

法人税等調整額 99,197

法人税等合計 301,297

四半期純利益 548,876
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 2,121,371

売上原価 1,517,848

売上総利益 603,522

販売費及び一般管理費 ※1
 534,859

営業利益 68,663

営業外収益

受取利息 4,177

受取配当金 339

為替差益 107,387

不動産賃貸料 1,225

その他 653

営業外収益合計 113,783

営業外費用

支払利息 107

不動産賃貸原価 1,438

投資事業組合運用損 1,276

その他 3,411

営業外費用合計 6,233

経常利益 176,212

特別利益

固定資産売却益 △19

特別利益合計 △19

特別損失

固定資産売却損 △9

固定資産除却損 △4

特別損失合計 △14

税金等調整前四半期純利益 176,206

法人税、住民税及び事業税 10,724

法人税等調整額 55,551

法人税等合計 66,275

四半期純利益 109,931
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 850,173

減価償却費 68,689

退職給付引当金の増減額（△は減少） 5,271

受取利息及び受取配当金 △16,517

支払利息 227

固定資産売却損益（△は益） △780

固定資産除却損 300

売上債権の増減額（△は増加） 173,651

たな卸資産の増減額（△は増加） △241,775

仕入債務の増減額（△は減少） △252,139

未収消費税等の増減額（△は増加） △1,637

未払消費税等の増減額（△は減少） △2,646

長期未払金の増減額（△は減少） △45,199

その他 4,707

小計 542,324

利息及び配当金の受取額 14,728

利息の支払額 △227

法人税等の支払額 △509,613

営業活動によるキャッシュ・フロー 47,211

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △544,520

定期預金の払戻による収入 342,400

有形固定資産の取得による支出 △40,396

有形固定資産の売却による収入 1,149

無形固定資産の取得による支出 △3,365

投資有価証券の取得による支出 △169,984

子会社株式の取得による支出 △19,357

貸付けによる支出 △7,813

その他 △9,155

投資活動によるキャッシュ・フロー △451,042

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △1,490

自己株式の取得による支出 △334,712

配当金の支払額 △207,502

財務活動によるキャッシュ・フロー △543,704

現金及び現金同等物に係る換算差額 △66,719

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,014,255

現金及び現金同等物の期首残高 2,679,373

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 16,278

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,681,397
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．連結の範囲に関する事項

の変更

（1）連結の範囲の変更

　第１四半期連結会計期間より、Canare France S.A.S.は重要性が増したため、連結
の範囲に含めております。
　なお、CANARE SINGAPORE PRIVATE 
LTD.（平成20年５月設立）は四半期連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないた
め、連結の範囲から除いております。

 （2）変更後の連結子会社の数

　　７社

２．会計処理基準に関する事

項の変更

（1）重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　たな卸資産
　通常の販売目的で保有するたな卸資産については、従来、主として総平均法によ
る原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価
に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）が適用されたこ
とに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の
低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。
　　これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四
半期純利益への影響は軽微であります。
　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 （2）「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適

用

　第１四半期連結会計期間より、「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処
理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号　平成18年５月17日）を適用し
ております。
　　これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四
半期純利益への影響は、ありません。
　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算

定方法

　貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる

ため、前連結会計年度末において算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一

般債権の貸倒見積高を算定しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

給料及び賞与 507,897千円

賞与引当金繰入額 44,775 

退職給付費用 24,887 

減価償却費 34,677 

研究開発費 316,888 

役員賞与引当金繰入額 17,970 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

給料及び賞与 140,004千円

賞与引当金繰入額 35,050 

退職給付費用 6,653 

減価償却費 10,864 

研究開発費 97,496 

役員賞与引当金繰入額 5,990 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

 （千円）

現金及び預金勘定 1,989,262

預入期間が３ヵ月を超える定期預金 △307,864

現金及び現金同等物 1,681,397
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（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平

成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式  7,028,060株

 

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式 278,121株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 

（決議）
株式の種類

配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年６月10日

定時株主総会
普通株式 126,50218.00 平成20年３月31日 平成20年６月11日利益剰余金

平成20年10月24日

取締役会
普通株式 80,999　12.00　 平成20年９月30日 平成20年12月８日利益剰余金

 

５．株主資本の金額の著しい変動

　第２四半期連結会計期間において、平成20年８月27日開催の取締役会決議に基づき、自己株式を取得しており

ます。その結果、自己株式は334,712千円増加し、334,924千円となっております。

 

（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　当社及び連結子会社は、「放送・通信用ケーブル・ハーネス・コネクタ・機器（パッシブ・電子）及びその

付帯器具の製造、販売業務」の単一セグメントであるため、該当事項はありません。
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【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 
日本

（千円）

米国

（千円）

韓国

（千円）

中国

（千円）

台湾

（千円）

欧州

（千円）

計

（千円）

売上高        

（1）外部顧客に対する売上高 1,422,025274,087171,820169,844 51,626 31,9672,121,371

（2）
セグメント間の内部売上

高又は振替高
501,007 － － 177,461 － － 678,469

 計 1,923,032274,087171,820347,306 51,626 31,9672,799,840

 営業利益 330,331 18,285 26,607 46,142 12,094 4,470 437,932

 

 
消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高   

（1）外部顧客に対する売上高 － 2,121,371

（2）セグメント間の内部売上高又は振替高 (678,469) －

 計 (678,469)2,121,371

 営業利益 (369,268)68,663

 

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 
日本

（千円）

米国

（千円）

韓国

（千円）

中国

（千円）

台湾

（千円）

欧州

（千円）

計

（千円）

売上高        

（1）外部顧客に対する売上高 4,590,332857,958668,275535,003 98,465 33,2146,783,249

（2）
セグメント間の内部売上

高又は振替高
1,590,731 － － 628,433 － － 2,219,165

 計 6,181,063857,958668,2751,163,43698,465 33,2149,002,414

 営業利益(又は営業損失） 1,228,28763,029 103,311164,341 14,880△23,9081,549,942

 

 
消去又は全社

（千円）

連結

（千円）

売上高   

（1）外部顧客に対する売上高 － 6,783,249

（2）セグメント間の内部売上高又は振替高 (2,219,165) －

 計 (2,219,165)6,783,249

 営業利益(又は営業損失） (844,525)705,417
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（注）１．当社及び連結子会社が存在する国又は地域により区分けしております。

２．当第３四半期連結累計期間の営業費用のうち、消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は

723,071千円であり、その主なものは、当社管理部門等に係る費用及び研究開発費であります。

３．会計処理の方法の変更

　（棚卸資産の評価に関する会計基準）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．（1）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７月５日）を適

用しております。これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益への影響は軽微であります。

　（連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い）

　「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」２．（2）に記載のとおり、第１四半

期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対

応報告第18号　平成18年５月17日）を適用しております。これによる当第３四半期連結累計期間の営業利益

への影響はありません。

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

 米州 アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 284,437494,399 66,420 35,593 880,850

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 2,121,371

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
13.4 23.3 3.1 1.7 41.5

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

 米州 アジア 欧州 その他の地域 計

Ⅰ　海外売上高（千円） 904,7971,677,084196,255105,7492,883,887

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － － 6,783,249

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高の

割合（％）
13.3 24.7 2.9 1.6 42.5

（注）１．地域は地理的近接度により区分けしております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

（１）米州……………米国、カナダ、中南米諸国

（２）アジア…………中国及び香港、韓国、タイ、インドネシア、台湾、シンガポール、インド等

（３）欧州……………ロシア、イギリス、イタリア、オーストリア等

（４）その他の地域…上記以外

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

４．第１四半期連結会計期間において「その他の地域」に含めて表示していた「欧州」については、第２四半期

連結会計期間において重要性が増したため、第２四半期連結会計期間より区分掲記しております。
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（有価証券関係）

　その他有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日に比して著しい変動が認

められないため、記載しておりません。

 

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 925.52円 １株当たり純資産額 932.11円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 79.48円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 16.29円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 548,876 109,931

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 548,876 109,931

期中平均株式数（株） 6,905,619 6,749,939

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っており

ますが、取引残高に前連結会計年度末に比して著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

２【その他】

　平成20年10月24日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

(イ）中間配当による配当金の総額……………………80,999千円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………12円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成20年12月８日

　（注）　平成20年９月30日現在の株主名簿及び実質株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行いました。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月６日

カナレ電気株式会社

取締役会　御中

監査法人トーマツ

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中村　誠一　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 蛯原　新治　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているカナレ電気株式

会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成２０年１０月

１日から平成２０年１２月３１日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２０年４月１日から平成２０年１２月３１日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・

フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は

独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、カナレ電気株式会社及び連結子会社の平成２０年１２月３１日現在の財

政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累

計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められな

かった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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